
昭和〕1年3月28日　舞う種郵便物認可　　①毎月1回20日発行

第　3　釜　　第7号　　　　1958年7月20日

弼欝 丶ｨ荿蔗ﾃ｢�-,｢事~一°ー∴｢∵- 凵`-一つiノー ��∴十 ��撥欝翳し"撥. 

､;∴蜜でT.- 

ぶ∴.∴完:∴ � �� 刧`言.事tr__ 薄嵩高(.__?-:,._iI,蒸∴繋 劔:一. 剃梯v�(ﾒ�_.:_i.悲....藷,-:I.磐 剞ﾚ緩~鷺〕 

･1-._..′_､鯖定:.i �<�ﾃ�B�ｨﾋ鞏"ﾒ�.---a ��迄�ﾈ���ﾓ｢����h�h���ﾘ���W"ﾒﾒﾕ�r�篦粨ｶ2�千一千等 ∴∴/∴ ��xｶ9kiz2ﾒﾆ停苒�� 

i--...繁騒J霧.,.鷲-饗-A霊饗撚,b‥′ 勁J. � ��海｢ｲ�� ��ﾊJH�2�ーIミrl.- 

滋子; ∴ ��-i. �*H���⑪(����*F�｢ﾓ｢� ��熟議婆:∴ 

号裁 � �ｨ��������� 俾�謨��

ii読7.-_.=..*1----.,_.18.- 剩蔦�������������ゝ∴-～- ∴∴ � ∴∵∴/千 I.a- ∴∴÷∴- 劍��*"��h耳��ぺ���佇剃辻ﾙM�譁ﾆﾂ��''ItJ一 箪'-I-- 討ﾓ�2ﾒ�i- i.1....幾運=照一二° 

雷.-TV. � 葡褪ﾂ�ｶ�Jﾂ�X皦彙��ｩ?��′デー �� �-維/ �-:'i 

∴∴ ���������ｲｲﾒ�3.- 

･;翠 白粐粢�Eｩkbﾖ辻�刪鼾�-.''ー認/∴毒 

饗澄親疎薄雪 剿���>Sｲ� ����f��剳�.､一一%_it.二.一㌧.a -､一読'､瀦).-敬,341,,,i--I.二?. -一議.-＼'.-;--.,-.itL 劍�6�6���b�耳��(耳ﾋ��綴池����｢�D｢� 剌P騒離 

詩1,::.r_ 佰h耳��賈$ｲ� 俛討ｳｦ���ﾒ褪ﾂ�咤��抱ﾆ�｢�R�ﾂ筧ﾋ��∴.: ∴ 辻簫ﾂﾄ鍔�-B粤｢粐ﾈ�益��二畢∴:∴｢詰 

離縁-..:--.義一_:盤読_ 剪� � 刪鼈�'甘一二 1㌔::r磨 

こ▼一一,_ー I.* 塞､ -∴∵ ��-∵宰∵∴ ≧霧 ::蜜,,,,, ��������������ｶ叨ｸ弭�2�∴∴∴∴∴ ÷ 懇: /.,I ��,-i-紹_二､,. -∴∵一言∴ 

秋 致�2� 亰ｹ�I¥ﾘ既m�ｶ2���堅忍i韓 ､ふ..-3-...rn.. 劍�� 抱査ﾈ�����翳饗彊馨 凵��..∴申∴｢.i 

∴∴∴∴.∴葦 畿畿露懸 亦��*B��ｨ�ﾈ��������鍔�"�V��d��_駁 兩2� ��

∴弱::∴÷∴.∴∴ミ 剪�,''1.づ 亦r粳�停��∴∴∴∴宅~∴∴∴∴∵∴÷ 剩膜E嵩漆態- 

∴一缶 �(7罟耳訷������戟 薄I- 範一一i ��I-T-Jh 饗 / ∴÷ ∴∴ ヽ, �� 刪鼈麒ノ人/｡､ 嬬Gｲﾂ�ﾙｲ��飩偵｢��������#ｨ�cｨ���H耳vH,R��"���ﾙｲ�"ーir- I_.-,: ,y子.I. I.,=-(,I.I 

ノ定._" 調�篦ﾘ6ゅｩ�粐�mg 亊��一㌧:∴∴.∴∴｢∴ 

;/JL �:�ﾉﾉﾙｲ�,b�凵�″ 

醍._ ����"�wH爾��ﾂ��シ∴､ �� 

壷∴ +,"_ 定���諺 ��稲Rﾉuﾈ-g��

大

こ
の
よ
う
な
身
ご
し
ら
え
で
立
山
k
J
案
内
し
た
と
昔
を
語
っ

て
く
れ
た
元
気
な
志
隠
三
左
ヱ
門
兵
､
鉱

巻
竃
軽
､
背
に
は
ド
ホ
(
賞
翫
)
を
負
い
､
笠
を
か
け
て
手
篭
つ
枝
で
流
れ
や
岩
義
び
越
す
身
軽

さ
は
､
そ
の
と
呈
ハ
十
四
才
と
は
思
え
ぬ
若
さ
に
み
な
ぎ
っ
て
い
た
°
(
本
文
三
三
両
)



ヽ

③　1 958.7･20　　　　　　山　　と　　博　　物　　館　　　　　　　　第3穏郵便物認可

i: ��へ灘 估�i���ﾔ憧rr�i_i/ ∴ 薫 ��･:∴ 十一∴ ��･÷ ∴∴∴ 池｢�薫畿it- �ｨ����Δ�自Jﾒ�X�b��r�㍗/ �� ������ 仆���r�/�ｲ�蕊 S 言 畿 ��諒薬i享i ※-I--:-=: ･∴∴∴ 購- 僮-_til-鷲 i〝､i辛-, 偃r�:∴千 辛_*i⊃ i.=tiT_iiLtI薫 

置き,. 剔ﾒ欝一､.灘絹態- 剪�i< 刎��駘rﾄ������ 剪�劔 剪� 

絹=護 �� ��-i-tー +-.ど 3,,:- 緑ノ,i 讃盗 �� 乘r粨+2ﾒ�t｣ｨ7譏爾��r�∴∴ *-._I I..J 迄�ﾈﾎﾂ�wV｢�咤ﾈｫ��亳��十十 ��∴ �� �� �� 豆��停� �� ��
∴∴ヽぺ- _～3 -､IT ��:､ 僣�謦��h����� �� �� ����り�(�������るw"�劔 ���� ���� ��

信仰の山

バズやケーブルうーなど交通旗弱の発達により､きれ

られて行く幾多の町や村がある｡ここ.立山芦くら寺も

その一つではないだろうかo

近代垂耳の発樺から.最近の大衆登山に垂ろまで､芦

くら寺の記櫨昇降残した足助よ大きい｡明治後半から大

正はかけて.あが国の借間登山から近代登山-の移りか

ありは､登山界の先人たちを立山に案内したガイドの村

がここであり.近くは南挺探､険に設営隊員として重任を

果したのも.声くらガイドの伝統を受けつぐこの村人だ

ったoしかし.ここもまた､ケーブルカー.バスと登山

交通の発展で､華々しく開けて行く立山のその麓こ､訪

れる人もなく､静かな生活を送っていろo

私はこの村をたずねて､立山とともに生きて来た人々

から立山の登山史を探ってみようとしたo昔は女人禁制

だったこの山に､女怪として始めて登ったひとも現存し

ていると聞いていたし.明治年間のガイドもいると聞い

ていたので､この炭は､私に､輿妹深いものがあっ,to

-立山　と　芦く　ら　寺-

芦くら寺は､富山地方課道が立山の山間に入り､千垣

(ちがさ)駅に下車し､常願寺川石澤をたらたら登りに

2キロほど登った渓谷中の台勧こもる村で.昭和2 9年

私がちょうど探訪を試みた年:こ町村含群で立山叫声くら

寺となったところである｡

立山の開山は遠く奈良朝露代で､今から1､ 2 55年

割に遡るといあれで,･る｡当寺越中の国主であった佐伯

宿称有若左徳門の輯男､布類は1 6才のとき､神のおし

えにより自陣を追って山に入り､立山を開いてその麓の

芦くら:こ入寂したt･ノ､あれで′､るo

この隼結石頼公の子孫が､代々この土租.こ住みついて

た　ず　ね

鈴　　木　　保

雄山師杜につかえ､社家となった｡この社家は､明治の

:こじめ差では､全国から､年々殻'5人の電鋳者があって

その宿坊となった｡今でもその衛社の両瓢こは4 8坊が

軒をならべており.当時の盛田をしのぶますがとなって

いろo現在この芦くら等1 80戸のうち､佐伯姓を名乗

る若の多いのは､佐伯有頭以来のことであるoまた､こ

の村には志臆盤が多く､姓だけいったのでは誰のことか

おからないので､土地では名前を呼びあっている｡

志鷹は元はこの村の少し上方に先牲していたのだが.

大山崩れのために全部落の埋設にあい､たまたま生残っ

ていた者がこの芦くらに移住して､その子孫も佐伯とと

もに堆山神社につかえて乗だといわれているoこのよう

に芦くら寺は立山開山と同時に託生して､それからの幾

星霜､ 1､ 2 00余年を立山と盛衰をともにして来たの

である0

--立山ガイドの生いたち-

今から3 8 0余年前､戦国時代の天正年間に立山の堅

持者は1 5万数千人であったと､遊山神社の信者喜上限

(現在の登山者名詩)に記載されているほどに､昔から

信仰登山の盛りであった立山は､昭和になっても､金剛

枝に白衣のお参衆(まいりんしゆう)で振った｡このお

覆衆の道案内として､芦くら寺から立山々頂の蜂本社ま

で､道々説明をしなから登った案内人を何語･(ちゆうご

)といって､当寺100人の何語がいたというo

この件語が､明治末期の近代登山の黎明期に､山岳人

を案内して立山や剣岳などの奥山に入り､明治のモダン

な山岳人たちによっ地主と呼ばれろようになったの

であるo

今ヨここで･:-_案吾人をirイド=',､い､人夫を･ポッカと

今
を

i･:
Frm

圏
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呼んでいろo老ガイドの志龍三左節脚も･ガイドのブ

ライドを､私に次のように語ってくれたo

r昔のお山登山は･室堂に一泊し､ -′越の拭堂(は

らどう)からいよいよ陛山に向うとき､仲喬は足袋や

草鞋を諸されか･･､人夫は履物を許されないので､雪

渓やガレ径を素足で登ったものだo ｣と･･････○

立山とならび立つ岩陰剣岳の初雷撃は､明治4 4年で

ぁったoそれは当時の聖霊参謀本部測量班員によって遂

げられた°それはまた､芦くらの人夫簡明が､ 3尺に2

寸の竹を山頂に立てたのであった○

明治から大正にかけで日本の登山は､まだ探険の時

代であった○そのころ､ここ剣岳は黒部の谷とともに､

日本山岳会の先人たちによって開かれて行ったo当時は

猟緬や漁師だけが奥山を知るばかりで登山者はそれら

の喜.こ案内されてそこにあけ入ったのである｡道はなく

まLt小量など全くない奥山を踏みわけて登るには･日

数が多くかかったので荷がかさみ､案吾人や人夫を必要

としたoこの案内人､すなわちガイドが芦くら寺から出

た｢越中の衆｣で､剣岳にある平蔵谷､長次挑谷などは

彼ら名ガイドの当時の功績に因んで､地名として残され

た名前である0

-昔　の　立　山　登　山　-一

昔から越中ではミ男子1 6才にして立山に登らざるも

のは男に非+I_-といわれ､登られ､うちは若い衆の仲間

入りが禁じられていたのも､そう古いことではない｡こ

の地方でt彊た､有賀1 6才の立山開山の伝説ミ白麓黒

熊ミは桃太郎か花吹爺ほどに､子供の頃から誰知らぬ者

はない､といい､越中の人々にとって立山は､心のふる

さととなって､根強く住みついて来たのだo

一週間桔進該者をした若者が､親類縁者に馬で送られ

芦くらの坊に-潤して翌訓え未明にここを出発し､松明
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藍 勍′".∴ 懸 令-賽子 
麓の草むらに参る道標(上溝駅付近)

をかかけ

て仲語を

先頭に､

材木坂の

急坂を､

点々と灯

をともし

て登って

いったの

である○

そして樫

山に登寮

を済ませ

ぴの道路改正で今　立山開山の佐伯有頭自作の木像のあ

はもう魔道にひと　る雄山神社(芦くら寺に参る)

しい､望遠の草むらにかくれている石の道標にしのぶよ

りほかはない｡

この頃の立山は､神社に絶対の権隈があって､特に窒

堂から上は､神主が先頭に立ち､越中一帯からえけぐ

った屈強の若者の一人が巽銭担ぎ､次に神酒捏ぎと青年

の藷を肩剛こなって先に立ち､一段の登読者は自分の生

れ在所の河原の小石を三偲ぶところにしてそれに続いた

旧暦の7月1日､お山開きから毎日の登山に･彼らは

神主より一歩も先んじることが託されないばかりか､明

治初年からは7 5銭の山鐘をも払あなければならなかっ

たというo

山銭は昭和になって5 0銭となり､さらに15年には

10瑳にまで値下げされたが､これは信仰登山から新興登

山､すなわち近代登山､の移りかわりを物語るものであ
ろうo

この山銭は､墓室に備えられている鍋3 0個の使用潟

で､機械籾と弥して支払われたもので､この憧かな録を

何語たちが自分の客のために･先を争って訊､あう筒寮

もみられたという○登読者はふところに入れて来た三伯

の小石を､雄山々頂の蜂本社に積み､祈願したe今でも
1o

山頂附近にはおびただしい頼石がみられる｡

そしてこの山の信仰登山は､明治後期から次第に近代

登山が軽んになり･加えて､立山五色が原に頭を発する

常願寺川治水工碁と､それに伴う発電工碧の軌道に便

乗しうるようになってますます発展し･一般登山着は戦

争までに全登山者の7 0%になったo戦時中は武運長久

を祈る借着によって､一時は信仰劃｣の復活を思あせた

こともあったか､戦争終了とともに全く後を断って終っ

た｡と､轟弼社の神主は語るのだったo

-立山伝説の芦くら寺-

立山を除く北ナ′しブスの山々は･南は乗鬱岳から繭
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芦くら寺の村はずれにある七姫伝説の庚申撰 

も有名でどさの､雨のそぼ降るガス深い美女平は､毎説にうたれ 

れるロマンチックな美女杉というよりも､むしろ不気昧 

･越中に1さをたゞよわせていた〇､ 

′､､武芸女人禁制のころ､立山登聾に命を失った男を慕う美女 ＼_ 

ど近く室が､ここまで登りついて神の,,'謙りyr=ふれ､この杉に化け 

る立山のたのだというのが美女杉の辰説｢取ら 劔凾駮 

ぎを送つ材木坂の急坂をもう一息で美女平というところに､き 

画した離れいな清水が湧いて､かつてそのかたおらに掛小屋があ 

討死したつた○この小屋には､送り違えの登山者にお茶を運ぶ美 

たが､残しい娘がいたo女人禁制のさびしい堤が罷かれろとこの 

んで-生娘は立山に登山したo女性の初登頂者である彼女が､芦 

二つの小くらの近く上溝駅附通に住んでいるときいた私は､出来 

が残されれば当時の摸様を聞きたいと思って､彼女を訪れる訣-` 

まれるよをしたo街道筋の格子づくりの家並の中を釜きつもど 

子息ミとつしたり､村人とおiS:美しき道ゆく老人にたずねたりし7: 

ヒおら:こか一向に要領を得ないo探しあぐんだ果てに寺をたす 

司う道のてようやくのことで彼女の住居をつきとめろことができ 

た｡ところがいざたずねて見ると､昨年こくなりまし7: 

珍が空高ということだったo何とも怒念で彊ぐには立ち去りか 

Lr'え､ていると､音頭便崩達をしたと'.,.う古老にめぐり会つ* 

ii根か詩もう80にもなろうというこの老人は盲も同然に視力を 

からない失い､その上耳も遠く､言葉も不調孫でしかもなまりが 

な不思議あるので.きゝとろのに苦労したが言これでも昔の様子 

も立つてを知ることができたのは幸,,､であった〇㍍登頂の女掛 

そのとめぐり会えなかった失望はいく分いやされたo盲のこ 

ほ､ケ-老人は､音は未明に芦くらを潜って婁堂までたっぷり 

カーの袈日がゝりたったのに､｢今瑳材木- 劔剴｢こケーブルとかが 

華中を見来るそうで､みんなお山までヨ帰りが出来るとは有難↓ 

兼ねてこことだ......｣と当寺をしのぶかのよう:こ､盲いた 劔劔�?ｨ/��

遍を尋ね山の方-向けるのであったo老人証言抑ELil'.こ生きた 

たのであだが､私には1酎印登山の運命がこの老人に象徴されて↓ 

が､梅雨るように思えてならなかった○ 

(東京部渋谷区常盤公印eo) 

④　　1958.7.20　　　　　山

桓ケ岳､ゴ腹帯の白馬岳まで大方は山の姿にち

なんで喩まれ､その麓をとりまく里人から遠

くながめ親しまれて来たoそしてなかには､

農事などにむすびつき､里人の生活と関係し

て来た山もあるo　ところが古くから信仰のた

めに登山されて来たこの立山の諸峰には､神

仏に関係のある名前がつけられている｡古く

から登られ､入間に直接摘採を持っていただ

けに､立山をとりまく里JC･には､畠鰐の導き

によって黒熊を追ったという諦山伝請をはじ

めとして､数多くの語り伝えが残っている｡

立山に黒百合の咲く伝説として有名なのは

豊臣秀吉全盛のころ､越中坂主佐々内蔵之介

成政の愛妾早百合にまつれるものがあり､ま

た戊政のザラ峠越えは､ 冬期登山の史実としても

あるo

芦くらには七姫の伝説がある｡

のかれて来た南朝の皇子を､

南北朝のころ､

詩の城主は､美しし

にもすぐれた七人の姫をえらんで､

敦をもうけてお守りしたo

本道を競れているので､

称名滝にほと

この道はブナ坂を登る

しばらくは平和な世過ぎ

ていたが､いつか賊軍に知られて､

のために上方から攻められ､

弥陀原を迂回

皇子と五人の姫は討

そのなきがらは皇子韻として芦くらに葬られ7:

ろ二人の姫は尼になってその塚の近くに庵を話ん

を皇子に仕えたといわれ､ この塚の前方にある=

さな谷に､今も二人の庵の跡だといわれる地名カ

ているo この皇子塚がいつとはなく庚申嫁と呼(

うになったものでミ白き道ごまとしきりに

土井晩翠の句宿が芦くらの村はずれ庚申塚のかl

さびしく立っているo これが藤橋から称名滝に向

途中にある七姫平の七嬉伝説である｡

ケーブルカーの終点美女平には､美苺な立山杉

a-I.,. 劔剪�
-..*_-一驚I-i- 劔兪十二∴ 或 

÷ヽ 凵�-主よ~∴÷ 
..-+.-.: 劔�� ��

謙諸藍崇溺i. 劔��･∴AI∴ ��
i_.高*詫謙一一二? 劔��ﾊB�話�ﾎﾂ�(,.:-. i.I.-_+ 

∴∴∴ _?.iS=--..___-1.-.;＼決ま予..喜一.一一託青笠-- ミい,,-i 

i.I � 劔 ��
募Ii ��疫ﾉ�"� 兮_?. 好壷. ��

I(; ･ートニー ��F��������と撞｣｣｣ｳｨ��� 剿��(���偵ﾖ�8致�������葦衰簿 ,.<'.* 千一へ: ∴∴∴ ����

渇 子ヽ 凵�� ーIe- �-5������b���������

昔の登山者老衰内した手引地裁
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白馬にゆかりの深い植物

大町山岳博物館学芸委員　　島　　村　　式　　久

/

北ア''-ブスの北累､自薦岳も宙び夏の装いにTS･･,今夏

も昨年･こおとらず_副諸でiこぎわ･-)二.I_だろう｡

この三馬岳は･古くから南山植物の若輩として嘉>,れ､

今で'.+I ÷｣の舶肋'{-Jrri∵三念物となっている｡主宰の憎

i.,'･,湧fj変更.ま古/J宗吾D卓抜.こ瑞雲っ工のは､末輩3

･i_ 5号iこ当寺の箪分け7)一人である吉村烏損氏が毒かか

で･,､ ,-～.:三三･''二､､一三の特物))弼強ま究お吉諒先主に詰まる

tl′､つてよ'-,､｡その巨大正9年､小泉砺-博士が白馬の

暗尋の薫荊勺な調斬謡い､その頼寧舶勺,意義は､日本の

高山貴弘X-按として最も鰭れ代表的なものであるとし､

剛1年10月全山の高山絹物ま天然記念物として掌毒され

たのであるo

L･塙なお学者のI生白をあび･昭札3年7月指定霊気勺の

高山績物の実態調査のため本臼正次博士､竹中妻博士の

お2人が乗られ､白馬の桶物の全貌もや､明らか:こなっ

た○そのご数多くの学者･研究家がおとずれ､近年､特

に体系立った話菟ま行あれでいないが､高山縞勤の旛威

武鞘士､書道和雄先主､またコケ類の高木共進兵等､

白馬捕物のi7T･究の勤をItどって見ると攻撃i=.,､とまない

さてこれ程こい粛究の姪史をもつ白馬岳の横幼､現在

までこ知られた200台霊の高山腺物.I+*日本の高山轍の

葦といっても定言ではあるまい○もちろんこの申.二は他

の高山に,i-られな･ノ､珍詰まものも少なくな･ノ､が､また白

馬で始めて,持され命名されともの(これをT)･pe一基

準操品という)の数はこ

れまた他に比類を見ない

くらいである°夏の白馬

に登り橿-i..こ親しまれる

方のため､また存外知ら

ないで′､ろ地元の方々に

も､この三馬岳にゆかり

の漂-､′､タイプの部室のう

ち目に翰楊!､ものをt･

ろいl語介しておきか､｡

1タカネヨモギ

(一名シロウマ

ヨモギ)

Artemisia sinmenSis

YABE

北ア'しブスの方々で見

られる普通な轟で､高山

種物の図鑑こはおおかた
ジ=ウマナズナ

載っ卓,､るヨモギといっても高速千一省こ見るそれにこき余

り似て､ない｡小さな･,7㌧/グ朝この萩掠花を下向き.二沢

山つ･十､葉は-=韓.こ泊か言切れ,:.｡まSft'巨の操子を新し

･'=･葦∴上∵1 ･三十21.-､二二7'カ､･･････.これ!ミ1903告示郎

吉･-T.!･'≒/う工--, --='･Jlもの,I_I-rfノti'評語とし､シロサー.,三三享

と命･･f･三九十二(撃,lJ,告~勘7享)

2　シロウマリンドウ

Gentiana l､阜bei l､AKEDA et HARA

古窯･･霊室蜜として最も高梨勺なもの､ -)ンドゥと＼､つ

ても花の色墨二葉でなく旨で非常こ変ったやつであ二｡

一時甜尊王はGentianellaという新羅をつくったほどで､

~託すくぼ別田藁る轟類である｡これも最*'矢部氏が白

馬で宅汚し　Gentiana detonsa ∀ar. a撮floraとい
-ヽさ

う学名を与え前置常撲1003笥こ怠表されたもの､後､武

田原両博士により､これは変穏ではなく独立した雲であ

る薯が確かめられ､矢部光雲の功をたたえG.銃beiとし

てその学名を変えられた｡ i)ンドゥ類申最も寵品なもの

の一つで､白馬ではそう多くi-tないが､山頂近くのお花

畑中に時々見かける｡

5　シロウマナズナ

Draba shiroumana MAKINO

ナ-,'･-'ナの借間は彊類のlx-.B腸''E難で､よく現察しない

と間違え易い｡特に葉の巾や形､友び果実や選手の形､

性質に注意を要する｡このシロウマナズナも同様よく注

意して見ないと何々あからない｡他にミヤマナズナやク

モマナズー｣があるが非常によく似ている｡もし花をつけ

ていれば､花弁の先端がブ'_'葦を帯び凹んでいないし､ま

た薬はやゝ窪くふちの鍔歯は余りはげしくない｡果実も

ミ下でナズ十のそれに比べやゝ丸窯をおび窺かめでa)ら

これは1004字､先頃なくなった牧野喜太郎先生が筑諸

として発表されたもの(護雑18巻)で最近南アルプスに

もあるといわれるが､矢張り白馬の特産の一つである｡

4タカネコウリンカ

sen｡｡｡頑k｡danus KI,⊥､A〆い

1910･'['武芭久喜韓土が白馬で発,Fiせるものを柄寧:学雑

誌24台こ全室T-･のS･ fiammeus (I.ri紅色で薬に毛が沢山

奉る話で､卓･l鴬､満州､北麦などに分布し本郷こは-__萎し

ない)の変りものとして発表された｡後北村四細等士が

flammeusと.ま全く無tti-樵であるとぎれ､荻･fi_でまなく

径として学名を表記のごとく改正された｡

剛.･掴. ,I.), ･･,I. I..,,.,.ll.;.I..,I.:.,,･1.I I.+.,.;.:, :. ,,,,i,.#:.
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本邦産のつウ-カによく似るが巽の両面に白い綿毛

を被っているので容易に区別出来る○近来その産地は比

較的広いことが知られているが､白馬では雪渓周辺から

葱平辺りで見られる0

5　シロウマタンポポ

Taraxacum alpicola var･ shiroumenSe

KITAMURA

昭和7年頃から10年頃までの間､信州の輩小泉秀男氏

が日本産タンポポの分類稀苑を青い､本邦塵タン証を

実に200靂近く記載されたことがある○その一つにこの

白馬蓬のシロウマダンボ*･･があ｡､ミヤー-･タンポポ(T

alpicola)に似ているが憩を片に小さな角状突起がある

ので区別する°然し智者はその点よく理駒市かないが

そう思って見ると白馬のものは治んどこれに当るように

も思われるが･･････とに角小泉氏は白鳥酸で独立した寵

であるとぎれT･ shiroumenseを命名され植物研究雑認

9巻に書かれており､後に北村博士はミヤマタンポポの

変踵だとされるなど､何れにせよミヤマダン講とは明

らかに区別出来るものらしい｡

6　ヒナコゴメグサ

Euphrasia塙abeana NAKAl

山頂尾根すじ到るところに見られるもので､白馬では

決して珍らしいものではない°然し白馬のコjr"'サが

全てこれに当るのでtま-から矢襲｡注意して見る必要

がおる｡他の高山に多いとメブナメグサによく似ている

が､それに比べ掌の発きがそ｡反っているので容易に区

別出来る°白馬にはこのほ-ヤマブナメQ''サ､またこ

の真疑はとも角本鞘士の韻書の中にタチブナメゲサも

ぁることになっている○このヒナつナノク◆サばつゴメゲ

サ類申最も可能なもので､矢薫り矢部先生の発熱こよる

ものo

7オオサクラソウ

primla iesoana "IQUEL van.g:a♭ra

TAKEDA et HARA

吉馬といっても錠の雪渓目迎に多く見られるもので･

花期こぼ誰しもが宗づくほどの美しい擦紅色の花をつけ

る努まモミヂ形で長い洋をもっているので､すぐこれと

ぉ力､る｡始めMIQUEIノ氏が北窪道のものにJesoanaなる

学名Ir_つけ1867年に擬されたが･後武乱原和光堂に

とってこの類には色.々憂-､ものがあることが知らされ･

その一つに白鳥座のものを取｡上げ･これをオオサクラ

ソウとし､北海道のものは毛の多いエ･′オオサクラソウ

とぎれた○従って学名の上のことになるが､もしiesoa

naを当てるなら､それは白馬がタイプでなく､これの変

極即ちvar･ glabraを採用すればそのタイプは白馬とい

うことになるo

伸べややこしいがとに角これも白鼠こ大いにゆか｡が

物　飼　　　　　諾う櫨郵便物認可

ある種であるo

8シロウマウスユキソウ

Levoan,t.op:器.mumi.anpsoTN'mAm".IQUEL

これも前程同棲のいきさつのある猛でMIQUEL氏は

低山のものも南山のものも同じに扱ったが､後､中井博

士によって低山のものと区別するようになったo北了で

は廉く分布する普通なもので確かに低山のそれに比べ､

花の近くの薬は沢山の白い綿毛でおゝわれ､また頭状花

の数も少ない0

9　ミヤマキンポウゲ

Ranunculus acris L･ var･ niponicus mRA

北ア'しブスではごく普通に見られろ壷で特記すべきこ

ともないが､始め､ I 8 6 1年にRegel氏が･acris v･

ar. st｡,｡niとしてTent.Fl.Ussir･に報告されたもの

と同じだとしていだが後､京樽土によってSteveniでな

く日本海醇のものとされ､その事のタイプが白馬のもの

である｡

10　タカネキンポウゲ

Ranunculus shinano-alpinus OHWI

都塵と同展である本種は矢婆り白馬が原産地であるo

ぁまり普通には見られず､稀に山頂近くのお花畑中に見

る最初アルタイ､蒙古のものと同一祝され､後中井将士

によりR.altaicus var･minorとして記載されたが･近年

六着先生I'=よって変電-､:清く霞として認められた｡

11シロウマオオギ

Astragalus shiroumensis MAKINO

1006年牧野博士が訪露

として記載されたものo

タイツリオオ亨､壷たり

シリオオ享に似ているが

全体が′ト形で孫子の英の

背二に広い寵があるので

離脱来る｡あまり多く

ないが崖話して見るとた

またま見つかる｡白馬の

ほか詫間岳､北岳にも知

られているo

この他なお数多くの原

産霞がある｡コツガサク

ラ､シロウマツガ･サクラ

シロウマオトキU､ヒノ

ウノバチッウ､ウメ-タ

ザ才､ヒナナスナ､レンゲ タカネキンボウゲ

ィヮヤナギ､シロウマチrl)･シビワマナカバナ･ダカネ

:lJlJIt:lJ, ill.I:.(, Ill..lJ.,.(..... ,,

幹
-
-
～
-
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にシロウマの名をもつ､シロウマス〆､シロウマをキシ

ョウ､シロウマフウロ､シロウマアサツ牛等白馬にゆか

りの深い精勤はけして少なくないo

の死期をもいい当てているようだ｡さらに､要事辞世の

雪が二の句に熊縁ではない気がする｡

一句は暗いものを話しで了､ない｡むしろ死をユーモラ

スにあしらっている｡弱漕渚に陥ることもない｡快的な

軽妙さが績窪している｡墓地よたたでも陰惨｡だから､

むしろこの明るさこそ望ましいo

鶏の舶よ､没年が天和4年､享保9年の二代を併記し

ているo

苔むせる確の文字読むと手をふれぬ弥-有徳門安房と

話せる

と基目は五輪劉こなっている｡猟蔭に､ -俗名横川

笈左徳田安座　於大阪打死o砥側には､ -元和元乙卯

年5月7日遊o

この,qQよ憂地中で最古のものoしかも､次の代までに

70年程とぶ｡五輪塔に仕立て､中央に建てているところ

なども､大阪夏の陣のこの戦死者を､なによりもわが家

の祖先として追想していることは確か｡徳用勢の忠誠な

一員だったことも推定に難くないo

辞世の句も拓本にとり､他の確もノートにとるうち､

あたりはすっかり暮れていろ｡いそいで持物をまとめる

落葉をバサ,くサ踏んで墓地を去るo

北アルプスの山々も､高瀬川沿いの底地も､すっかり

夕闇がこめている｡そこに光る灯が娠かいo

袋は板目懐の盛衰を心に思い浮べながら町の方-歩い

ている｡横川家以上の豪家はいくらも諸地方に存在した

そうした家門の基地を僕は幾蓮か日にしてきた○しかし

横川家のように歌や句を基軸こ刻むゆかしさを望むこと

は容易ではない｡わけでも､その一家があとかたもなく

亡んだことがひとしお哀れを催さずにはおかないo

セ･/ブ.).ミヤマ-ナシ′7.またシロウマとメス〆､

ボス〆､タカネナルブスT.･オニノガリヤスなどみな白

馬がTYPEであり･この他白馬が原轟ではないが･和名

( 7)

屋代東南等学校教諭　藤　沢　武　一

横川豪墓碑群-大町高祖区常光寺-

横川家の桓那尋常光寺は火災で琵滅している｡そこで

当家のことを知る手がかりは墓碑しかないo

横川家の墓地は清音の滝の陳を出はずれた南側､山足

の杉林の申､高さ1メーター学位の整った古格が並んで

いるo

うすら陽のかげれろ後も碑のほとりほの明るさは地衣

の証の色

十教養の脇列の裏に小ぶりなる墓石並ぶ童子童女の解

前列､南から三重目､ -これが清音の滝に歌,鴎を建

てた要事の墓燐｡天保13年10日25日浸｡碑蔭に辞世軟が

刻まれる｡砂岩の肌｡判読に苦しむo

辞世　あが猿のう-にも雪やつもるらん栢々は花とみ

つれど　横川弥市有徳門安幸

赤本にし､把蓮できたところで色々に悪漢を汲んでみ

る0　-旧10月下旬という季節が雷やつもるらんと軟わ

しめたように思あれる｡梢々は花の盛りと見たのは､こ

の世を楽しいものに老え､うきうきしてすごした追憶｡

その補も直ちに塵に変るところ､世のはかなさを示して

いるoとにかく花と対比される宙は死後の空しさを訴え

る｡けれど､ここからは悲痛盛よりも､むしろ美化され

た世界が立ち現れてくる｡それは芸術だけがよくする功

徳とでもいおうか｡

第五基目の墓鰍よ､

雪ちるやさらば是から-浸入　横ip糊市有衝円安鮮

姿年は文化9年｡これだけて封ま確竃とならないけれど

寛政5年芭蕉句碑を清音の寵こ建てた青轍ま安鮮その人

の排号である･きいか｡もし然りとすれば､死ね20年前y･･_

貴噂を建てたことになるo安幸の先代であることもはっ

きりする｡

さて句意であるが.雷ちるやは自らの渚命をちる劃こ

象散させで,･る｡旧10月4日に坐し千､,.･,ところ､自ら
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鹿　　　島

大町南高等学校教諭　寄　木　　治

大町市から望む山々の中で､最も突刀として男性的な

偉容を示していて､請人(たれぴと)の目にもとまるの

は鹿島槍でありましょう｡この陸島槍を源として商流す

るのが琵島用です｡渓流の谷口にあるのか､大町南平区

鹿島部落で戸数は昔から十一軒で増えもせず減I)もせず

現在にいたっています｡昔はもっと奥のかくね里に狩

や山仕事をして暮していた平家の落人部落だったとのこ

とです｡だんだん下って今の土地に本拠をかま-､暁島

大明神の陳護のもとに幕をたて現在に至ったとのことで

す｡今から的鐙0年前後伏見天皇の時に大阪天王寺宮坂

に住んでいた者が､当時戦乱があり世の中が乱れたので

一族の老たちが大阪を落ちて､飛騨国志豆之谷C Lづの

たに)というところに年久(としひさ)しく住んでいま

した｡しかしそこも安定した場所でなかったので､信州

稲核(いねこき)谷(今の南安曇都安曇村)に長途の旅

装を醇きました｡ところが当時はこの地方に賢明のきこ

えの萬かっだ仁科誌の仁碑盤房がこの地方を治めており

種物園の名謝意､正しくは東京大学理学部附露植物園と

呼ぶのですが､ ｢小石川植物園｣といった方が世の人々

には親しまれているのですo

日本で最も古い歴史をもっている植物園で､今から2 2

0徐年前貞事元年(16 84)に､徳用幕府が現在の

小石川白山に｢小石川御薬園

｣を設けたのか因で､明治10

年(1877年)東京大学の

所最となって現在におよんで

います｡面誼は48750坪

余りで､園内は台地､傾斜地

ました｡そこでまたまた一族の者たちはこの盤房君をた

まり鹿島の地を与えられ､苦心を重ねて現在の砲を切り

開き田畑をつくり､家を建て士(さむらい)の生活をし

ていたが､城主譜房のご命令もありなどして後一同は百

姓になり､氏神琵島大明神を滴り現在にいたったという

説もあります｡

また窮鳥大明神の相接は田村将軍以来､南は池尻､小

熊唾より天白沢-の見通し､北は横山切であり､西はぬ

け谷の登まででり､東は分水に渡る広大な亀城で､猿島

百姓は大明神の御山の内は自由に出入の徳利があり､諸

役が無いことになっていますo

斜地と低地を利用し日本庭園が作られていますo台地の
一部に本勧･･あり､内に事務室･実験室､図書窒･標本

室等がおりますo

植物園の目的は東京大学の教轍員や学圭が植物学を研究

する場所であり､そのために国内や国外の箱物を収集裁
~~~　培しています｡とくに顕花植物

で諸子､苗の交誤をなし､また､

小　石　川　植　物　園　　その資料となる轟子目録を随蒔発

行しています｡また一方植物学に

泉水､溺林などで構成されていて､余年の斌令をもつ喬

がうっそうとしてさながらの緑のオアシスでありますo

園内の植物は主に東アジア産の親木6 0 0余露(8 5科

260露)と茸本数1000余々が栽培され､温室には

熱帯､誌熱帯産の植物1 0 0 0余が培養されています｡

その他園内に頼物分類標本園､薬用栢勅撰木蘭､山地植

物植込場､竹類標本園､描画等区分した所もあり輿の傾

_____～_一､,,一一i1 -- -　- -1､･一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一〈~iii,i~-~〉一一

＼

お軋･本紙の線読ご系里の方は1力靭翰瀞1㌧

; 0円(郵送料とも)を現金書誹だは郵便蕾為､ ､
郵便切手で長野県大町高､大町山岳博物館あて･

!_ご送金下さいo　　　大町山岳博物館

関する制裁の普及をはかるため国内一統こ公開したり､

レクリエーションの湯として効果をあげていますoこと

に小学生や中学生の遠足､見学に適し､年間多くの利用

者があります｡栃木県日光市に日光分蜜がありますo

面積3 I 6 0 8坪余｡主に南山種物の栽培をしています

(所在地　東京都文京区白山御殿町1 0 6番地)
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